産業廃棄物処理業「技術職種/製造・処理技術職務」


【概要】
新規の廃棄物の受入れに際し、現有設備で処理可能な方法、条件等を検討し、決定する職務。また法令や各種基準等、廃棄物処理をとりまく制約に対し、自社の処理・処分工程、設備の改善等を通じて対応していく職務。

【仕事の内容】

新規の産業廃棄物の処理方法の決定や事業環境について検討を行う仕事である。部門の管理者としては、廃棄物の性状及び自社施設に関する豊富な知識や経験が必要となる。また必要に応じて顧客に対して助言を提供する能力が求められる。実務者においても廃棄物の性状及び処理方法等に関する深い専門知識が必要となる。
【求められる知識・経験】

（１）顧客、収集・運搬業者と廃棄物の受渡しを行うにあたり、廃棄物の特性や危険性に関する知識が必要である。
（２）経験のない廃棄物であっても、分析等によりその組成や内容を把握していくための化学、物理分野の専門知識が必要である。

（３）受入れにあたっての自社基準、また廃棄物が基準を満たしているかどうか検査するために必要な知識が求められる。
（４）適正な収益をあげるために、処理の実績をもとに、実際の損益を把握するためのコスト管理に関する知識が求められる。

【関連する資格・検定等】

・危険物取扱者甲種［国家資格：総務省、実施機関：(財)消防試験研究センター］

・危険物取扱者乙種［国家資格：総務省、実施機関：(財)消防試験研究センター］

・公害防止管理者［国家資格：経済産業省、実施機関：(社)産業環境管理協会公害防止管理者試験センター］

・産業廃棄物中間処理施設技術管理者［実施機関：財団法人日本環境衛生センター］

・環境計量士［国家資格：経済産業省、実施機関：各実施県の経済産業局］

・技術士　環境部門［国家資格：文部科学省、実施機関：(社)日本技術士会］

【平成１１年改定・労働省職業分類（小分類）との対応】

　　071　その他の技術者（071-99 廃棄物処理施設技術管理者）

